
第１１７回広島県ＮＩＥ学習会兼ガイダンス 

テーマ   ＮＩＥをはじめよう 

 

日時： 令和８年６月４日（木） １４：３０～１６：３０ 

会場： 中国新聞ビル 

参加者：３０名 

 

第１部 【講話】  「ＮＩＥの今日的意義ミニ解説」 

講師 広島県ＮＩＥ推進協議会会長 朝倉淳 
      

【講話内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は新規校向けのガイダンスとして、情報の意義、新聞の特性、育つ力、推進のコツ

の 4つの柱でお話しする。 

■ 1. ニュースへの継続的な関心 

• ニュースは突然出会っても背景を知らなければ意味を捉えづらく、常日頃から継続

的に関心を持つことが社会理解につながる。 

• 【事例】「2025年の出生数」について、新聞各紙は 1面で報じたが、見出しや表現

は各社で異なる。2023 年に公表された将来推計に対し、わずか 2 年で想定より 15

年ほど早いペースで少子化が進んでいる。1 年前（2024 年発表時「初の 70 万人割

れ」）の報道と比較することで、社会の変化のスピードや数値の深い意味を実感で

きる。継続的に見ないとリアルな社会から離れてしまう。 

■ 2. 生きるための情報とリスク 

• 昨今、生成 AI の話題が毎日のように新聞に登場する。1 次か 2 次か分からない情

報にどう向き合うかは、子供たちの未来に関わる大きな課題である。探究的な学び

の中で、情報の収集・分析だけでなく「情報のリスク」も学ぶことが欠かせない。 

■ 3. なぜ新聞か・どんな力が育つか 

• 紙媒体の強みは「1日を単位とした記録（定時性）」。例えば「3月 1日の中東情勢」

の新聞のように、日付と視覚的なインパクトが結びついて記憶に残る。 

• 新聞の活用は、学習指導要領が定める資質・能力の育成や、探究のプロセスと親和

性が高い。 

• 投書欄などを通じて多様な他者と出会い、共感や励ましを得ることで、自分自身の

可能性を発見する人間的成長にもつながる。 

■ 4. 学校現場での推進のコツ 

• 自分視点：自身の「驚いた」「なぜだろう」という興味から好きな記事を見つけ

ることが入り口となる。 

• 比較：複数紙の見出しや写真を比較し、多様な立場や視点の存在を学ぶ。 

• 伝える：他者に伝える活動を通して、できごとの本質を捉える力を養う。 

 



 

 

 

 

 

 

第２部 【全国大会出演校から】 
 

 

 

 

 

【全国大会に向けて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7 月 30 日、31 日に広島国際会議場で「NIE

全国大会広島大会」が開催されます。公開授業

や実践発表に臨む小中学校、高校の一部の先

生が、概要を発表しました。 

1. 広島市立竹屋小学校 

• 内容: NIE導入 2年目。子どもたちが「ウェルビーイング」について新聞記事や

ゲストティーチャーから学び、新聞にまとめる活動を実施しています。全国大会

では、全国からの参加者に「ウェルビーイングなまちとは何か」を取材し、即席

新聞にまとめて検証・比較する授業を公開する予定です。 

2. 海田町立海田西小学校 

• 内容: 平成 25年度から継続して NIEに取り組んでおり、週 1回の「NIEタイム」

と総合・生活科を連携させています。6年生がよりよい未来を創造するための探

究プロセスにおける新聞活用のほか、NIE初心者の教員にもわかりやすく、取り

組みやすい実践事例を紹介します。 

3. 広島市立東原中学校 

• 内容: 発表者は 4月に異動したばかりのため、東原中学校としてはゼロからのス

タートとなります。前任校で 5年間ずつ取り組んだ実践を振り返り、縦のつなが

りや教員間での仲間づくりの経験を共有します。AIやスマホが全盛の時代におい

て、情報をいかに活用し自己の力に変えるかをテーマに発表予定です。 

4. 府中町立府中北小学校 

• 内容: NIEの取り組みは 3年目です。被爆体験伝承者や平和大使など 5名のゲス

トティーチャーの講話を基に、平和について考え「未来新聞」にまとめる学習を

行っています。当日は、子どもたちが記事を通して考えを交流し、深め合う授業

を公開します。 

 

• 環境構成：新聞や関連図書を日常的に並べ、自然に情報に触れられる NIEの拠点

を作ることが有効だ。 

今後も広島県 NIE推進協議会の学習会や全国大会などに参加し、実践を発信し学び

合っていただきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践報告終了後、参加者は 4グループに分か

れ、第 3部として交流会をしました。NIEの初期 段

階の悩みや課題も含めて、教員同士で気軽に相談 し

合いました。 

 

【編集後記】 

 
 いよいよNIE全国大会広島大会が目前に迫ってきました。今回の学習会では、当日

登壇される先生方の熱意あふれる実践報告を聞き、大会への期待と実りあるものにし

たいという思いがいっそう強まりました。 

参加される皆様とともに盛り上げていきたいです。広島の地で、NIEに携わる多く

の方たちにお会いできることを事務局一同、心より楽しみにしております。 

（事務局）                       

5. 三原市立第五中学校 

• 内容: PBL（課題解決型学習）を取り入れたカリキュラムの 3年目です。新聞記事

から事実と問いを読み分け、「防災バッグ」を作る学習を実施しています。当日は

実際の新聞記事を用い、生徒の防災概念を再構築する授業を展開予定です。 

6. 広島県立海田高等学校 

• 内容: はがき新聞を活用し、「食」「朝鮮通信使」「韓国の姉妹校交流」「イ・スヒ

ョンさん（2001年の新大久保駅事故）」の 4つのトピックについて学習していま

す。全国大会当日は、生徒 11名全員がまとめた内容を発表します。 

7. 呉市立呉中央小学校 

• 内容: 発表者の前任校である荘山田小学校での 6年生の実践報告です。呉空襲を

題材とした紙芝居を語り継ぐ活動に関する新聞記事を読んで作者の思いを知り視

野を広げました。はがき新聞も 2回作成し、平和観の変容を確かめました。 

8. 武田中学校・高等学校（中高合同の 2本立て） 

• 中学家庭科: マラウイへの手作りおもちゃ支援の活動が新聞に掲載されたこと

で、地域などから大きな反響を呼び、生徒のモチベーション向上につながった事

例を報告します。 

• 高校インターアクトクラブ: パレスチナ・ガザ地区への募金活動などが新聞で紹

介され、支援の輪が拡大した事例をもとに、新聞を「学びのツール」としてだけ

でなく「社会とつながるツール」として活用した実績を発表します。 

 


